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ハドロン分子状態は、ハドロンが自由度を保ったまま弱束縛したものであり、エキゾチックハ
ドロンがとりうる内部構造の 1つと考えられている。ある状態におけるハドロン分子成分の重み
は複合性 [1]と呼ばれ、低エネルギー普遍性より閾値近傍の s波束縛状態は複合性が 1に近い（ハ
ドロン分子的である）ことが知られている [2]。一方で、閾値より上にある共鳴状態は、内部構造
の普遍的な理解が得られていない。しかし、最近の解析により、Ξ(1620)をはじめとした閾値近
傍の共鳴状態の存在が指摘されており、構造の解明が必要とされている。
我々は、閾値近傍の s波共鳴状態に注目し、その内部構造を定量的に明らかにすることを目標
とする。まず、有効レンジ展開で記述された閾値近傍の共鳴状態は、固有エネルギーのみで複合性
が決まることを示す。次に、共鳴状態が持つ不確定さの特徴を取り入れ、複素数の複合性の新しい
確率的解釈方法を提案する。最後に、提案した解釈方法を用いて、閾値近傍の s波共鳴状態の内
部構造を議論する。図 1に見られるように、幅が狭い状態（複素エネルギー平面上 Z dominant

領域の極）は複合的ではない成分が支配的であり、幅が広い状態（non-interpretable領域）は不
定性が大きすぎて解釈できないことを示す。この結果から、閾値近傍の共鳴状態は、ハドロン分
子的である束縛状態とは定性的に異なり、ハドロン分子的ではないことがいえる。
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図 1 複素固有エネルギー平面上での共鳴状態の性質の分類。


